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指定管理期間 年度 ～

事 業 期 間
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施
設
等
整
備
事
業

財源内訳
（千円）

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

086

総
合
計
画

市 施 設県 施 設

平成24年度

市債

年度

改 修 年 度

その他

管 理 形 態

指定管理者名

延 床 面 積 ㎡

類似施設状況

民間施設状況

年度 －

そ
の
他
特記事項等

整
備
内
容

一般財源

（裏面へ続く）

平成22年度

総 事 業 費

平成23年度

耐震の有無

設 備 ・ 規 模

県支出金国庫支出金
千円

算出方法（対象経費・基準単価・補助率・上限額等）

建 築 年 度

補 助 内 容

補助区分

施 設 名施
設
管
理
運
営
事
業

そ の 他

補
助
金
事
業

類 型 区 分

構 造 ・ 階 数

施設等整備費補助

定額補助

定率補助

政策的補助事業費補助団体運営費補助

格差是正補助 利子補給 ）その他（

福祉保健部

健康推進課

電話

休日における急病患者への医療の確保と第二次救急医療体制による二次救急病院の夜間における
救急患者の医療を確保する

一般会計

衛生費

会計

3

全市民

保健衛生費

保健衛生総務費

ソフト事業平成 24 年度（ 平成 23 年度分）

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
どのような
状 態 に

担
当
部
署

部名

課名

根拠法令・要綱等 医療法

－

部

章

第

款

項

14

第

第

救急医療対策費

開 始 年 度 終 了 年 度

健康でやさしさあふれるまち1

1 節

有 頁

医療体制の充実

富山県医療計画

目

予
算
科
目

年度17平成

医療体制の整ったまちづくり

事
業
内
容

手
段
どのような
方 法 で

１　在宅休日当番制

２　病院群輪番制

８２－１９５４

個別計画



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

事業
№

86
事 務
事業名

正規職員当 該 事 務
従 事 職 員 数

財
源
内
訳

正規職員人件費相当額

人 人人臨時職員

千円

伸率

－

138

－うち一般財源ベース分

7,087

平成22年度決算

千円

一 般 財 源

千円

7,017

20

千円

19

136 千円

千円

7,084

88

7,172 千円

0.0

千円

7,203

千円

千円

千円88

0.0

0.0 7,115

国 県 支 出 金 千円 千円

千円

▲ 1.4

19▲ 5.0

7,048

活
動
指
標

事
業
費
・
人
件
費

千円

（ ）

平成23年度決算

7,017

か所

0.0

7,175

千円

千円

人0.02

88

千円

千円

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

年度（平成 24 平成

人0.02 0.02人 0.0

千円

有効性

達成度

4

4

必要性

23 年度分） ソフト事業

健康推進課担当課

（１次）

富山県医療再生計画により、救急医療は医療分野別（糖尿病、精神、災害医療、周産期等）の医療体制
の取り組みが見直されている

136

（２次）
評価結果

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

継続して救急医療体制の確保が重要である。

評価委員会のコメント

救急医療対策費

平成24年度予算

千円

在宅当番医療機関数

実績

Ａ 現行（計画）どおり事業を進めることが適当

－ －利用者１人当たりコスト

評価項目 説　　　明点数

4

4

富山県医療計画により、県の救急医療の体制が整えられている

24時間365日間の救急患者の搬送受け入れについて体制が確保されている

救急搬送体制は全国第２位のレベルである。

②

③

①

評価結果

効率性

そ の 他

事　　業　　費

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費
（臨時職員人件費含む）

②

③

在宅当番実施延数

43 45

目標・見込

100.0

100.0

実績

68

45 45

H24年度
目標・見込

68

H23年度

68 68

達成率
H22年度

単位

人
利用者数　※設定できる場合

指　標　名

①
成
果
指
標

日



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

８２－１９５４

個別計画

事
業
内
容

手
段

補助金等
の交付を
受 け て
実施する
主な活動

病院群輪番制により、２４時間３６５日、重症救急患者の救急搬送を受け入れ必要な治療を行なう。ま
た、病態に応じ、速やかに第三次救急医療体制である救命救急センターと連携している。
・救急医療についての相当の知識及び経験のある医師を確保する。
・救急医療を行なうために設備、施設である
・救急患者のための病床又は専用病床を有している

平成

医療体制の整ったまちづくり

1 節

有 頁

医療体制の充実

富山県医療計画

目

予
算
科
目

年度17

第

第

病院群輪番制病院運営補助金

開 始 年 度 終 了 年 度

健康でやさしさあふれるまち

（救急医療対策費）

1

根拠法令・要綱等 医療法

－

部

章

第

款

項

14

担
当
部
署

部名

課名

事
業
目
的

対
象
交 付 先

意
図
交付目的

補助金事業平成 24 年度（ 平成 23 年度分）

第二次救急医療体制による二次救急病院の夜間における地域住民の急患患者の急変患者の医療を
確保する。

一般会計

衛生費

○

会計

3

射水市民病院

保健衛生費

保健衛生総務費

福祉保健部

健康推進課

電話

政策的補助事業費補助団体運営費補助

格差是正補助 利子補給 ）その他（

施設等整備費補助

　85,243円　×　25日　×　1/2

定額補助

定率補助

施 設 名施
設
管
理
運
営
事
業

そ の 他

補
助
金
事
業

類 型 区 分

構 造 ・ 階 数

 

算出方法（対象経費・基準単価・補助率・上限額等）

建 築 年 度

補 助 内 容
○

補助区分

耐震の有無

設 備 ・ 規 模

県支出金国庫支出金
千円

平成22年度

総 事 業 費

平成23年度

（裏面へ続く）

年度 －

そ
の
他
特記事項等

整
備
内
容

一般財源

管 理 形 態

指定管理者名

延 床 面 積 ㎡

類似施設状況

民間施設状況

改 修 年 度

その他

年度

市 施 設県 施 設

平成24年度

市債

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

087

総
合
計
画

施
設
等
整
備
事
業

財源内訳
（千円）

事 業 期 間

施策名（節 ）

指定管理期間 年度 ～



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

単位

人
利用者数　※設定できる場合
受診患者数

指　標　名

①
成
果
指
標

日

H23年度

25 25

達成率

98.0256

H22年度 H24年度
目標・見込

250

25

目標・見込

100.0

実績

25

245

実診療日数

②

③

②

③

①

評価結果

効率性

そ の 他

事　　業　　費

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費
（ 補 助 金等 交付 額 ）

4

二次救急医療の病院群輪番制の円滑な運営を推進する

救急患者が症状の程度により適切な診療が受診できる

Ａ 現行どおり補助することが適当

4.78 4.98利用者 １人当たりコスト

評価項目

千円

説　　　明点数

病院群輪番制病院運営補助金

平成24年度予算

件）

千円

実績

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

富山県医療計画に基づき、救急医療の確保のため、補助
金を継続する。

評価委員会のコメント

健康推進課担当課

0.0

（１次）

４医療圏で２０施設が確保されている

136

（２次）
評価結果

（補助金等交付件数）

23 年度分） 補助金事業

千円千円 4.2

有効性

4

4

妥当性

人0.02 0.02人 0.0

千円

（

年度（平成 24 平成

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

人0.02

千円

千円

1,224

件）1（

千円

千円

1

（ ）

平成23年度決算

1,066

250

0.0

件）（

事
業
費
・
人
件
費

千円

▲ 1.4

19▲ 5.0

1,066

1

▲ 0.2 1,221

国 県 支 出 金 千円 千円

千円

千円

1,221

千円

千円

千円

▲ 0.2千円

1,221

1,221

千円

19

136 千円

千円

うち一般財源ベース分

1,224

平成22年度決算

千円

一 般 財 源

千円

1,066

20

4.98

138

4.78 千円 4.2

千円

伸率

事業
№

87
事 務
事業名

正規職員当 該 事 務
従 事 職 員 数

財
源
内
訳

正規職員人件費相当額
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